
令和６年度の国民健康保険税について   

 

にかほ市の国民健康保険税額は下記のとおり算出されます。 
所得割の税率と均等割額 医療分 

(0歳～74歳) 

支援金分 
(0歳～74歳) 

介護分 
(40歳～64歳)  （課税の基礎） 

所得割 
（加入者1人につき） 

前年総所得－43万円まで 
6.9％ 2.7％ 2.1％ 

均等割 加入者１人につき 34,500円 13,100円 13,300円 

課 税 限 度 額 ６５万円 ２４万円 １７万円 

 

○年度内に７５歳になる人の保険料と６５歳になる人の介護分の保険料は、あらかじめ誕生日の 

前の月までの分として計算しています。 

○４０歳に達する方は、後日介護納付金分が月割りで賦課されます。 

○今月中に国保加入状態に異動がある世帯や、転入・未申告等により所得把握に時間を要している 

世帯は、翌月以降に改めて通知をお届けする場合があります。（未申告の方は、お早めに申告願います。）  

～ 国民健康保険税の計算例 ～ 

 

 

 

 

 
所得割額課税基礎額の算出 課税基礎額とは「所得額」から「基礎控除額」を引いた金額をいいます。 

 
世帯員 （収入額）    （控除額）   （所得額） （基礎控除額※３）  （課税基礎額） 

世帯主 
1,600,000 － 1,100,000 ＝  500,000 － 430,000 ＝  70,000円 

（年金控除※１） 

妻 
800,000 －   600,000 ＝  200,000 － 200,000 ＝    0円 

      （年金控除※１） 

長 男 
2,000,000 －   550,000 ＝ 1,450,000 － 430,000 ＝ 1,020,000円 

       （給与所得控除※２） 

※１）「年金控除」は65歳未満と65歳以上の人とでは異なり、年金額によっても異なります。 

        ※２）「給与所得控除」は給与収入額によって異なります。 

        ※３）「基礎控除額」は43万円を上限として所得額から控除されます。 

 

均等割額軽減判定 世帯の所得の合計額から均等割額を軽減できるか判定を行います。（※手続きは不要です。） 
 

世帯主 500,000 － 150,000 ＝ 350,000円 

妻 200,000円 

長 男 1,450,000円 

    ※４）65歳以上の年金受給者は、条例により15万円控除されます。 

    ※５）4/1現在の被保険者全員の所得（国保に加入していない世帯主も含む）で判定します。 

 

 

 

 
 

※６）10万円×（一定の給与所得者と公的年金等の支給を受ける者の数－1） 

   ※５・６）特定の条件により国保から後期高齢者医療保険に移行した方も判定に含む場合があります。 

※本記載内容は、標準的な一例です。世帯状況等によって異なる場合もあります。 

 

世帯主（６８歳） 年金収入 １，６００，０００円 

妻 （６３歳） 年金収入   ８００，０００円 

長 男（４２歳） 給与収入  ２,０００，０００円 

この世帯の課税基礎額の合計 

1,090,000円 

※４ 

200万円 ＞  63万円（43万円＋10万円×（3人－1））………………………………  7割軽減できません。 

200万円 ＞ 151万 5千円（43万円＋29万 5千円×3人＋10万円×（3人－1））…  5割軽減できません。 

200万円 ≦ 226万 5千円（43万円＋54万 5千円×3人＋10万円×（3人－1））…… 基準以下なので、2割軽減対象です。 

この世帯の軽減判定額の合計 

2,000,000円 

昨年１年間（1/1～12/31）

の収入です。 

この合計額

に、税率を

かけて所得

割額を算出

します。 

この合計額が、

基準を超えてい

なければ、均等

割額が軽減され

ます。 

※５ 

（例）国保加入者３人の場合 

※６ 

 
0～74歳までのすべての

人で、後期高齢者医療制

度を支援する保険税で

す。 

 
 40～64歳までのすべ

ての人で、介護保険制

度を支える保険税で

す。 

※65歳以上の人は、国保

税とは別に、介護保険料と

して納めていただきます。 

介護分とは 

支援金分とは 

※６ 

※６ 


